
13 

＜第４議案＞

２０１６年度収支予算（案）

１４ページに２０１６年度収支予算案を示す。

＜全体説明＞ 

代表、常勤スタッフ２人（１人は年度途中から）の計３人体制を早期に達成することを前提に、す

べての収入科目について新規開拓を含めた増額目標を設定するとともに、費用の見直しを行い、単年

度で収支均衡予算とした。

１． 会費収入について

 １５年度予算と同等の水準を見込む。１５年度決算額に比して約１４７万円の増額になる。これは、

１５年度決算額が平年に比して少ない金額となったことによる。

２． 事業収入・支出について

事業収入は１５年度決算比約２２６万円の増額、事業費用は約６８万円の増額を見込む。

・１５年度に見送った「イアブック」を発行して収入１６０万円、費用８０万円で、８０万円の

正味収益を見込む。

・「講演・執筆・出演」収入は５０万円を見込む。

・「情報サービス・調査受託」収入として、１５年決算比６０万円増の１５０万円を見込む。

・５月にジュネーブで開催される「公開作業部会」（OEWG）への派遣費用として３０万円を見

込む。「海外派遣寄付金」を募る。

３．寄付金収入について

一般寄付金は夏季、冬季を含めて１８０万円を目標に設定し「寄付キャンペーン」を実施する。

４．助成金収入について 

調査研究プロジェクトなどの新規申請によって、１００万円を確保することを目指す。 

５．管理費について 

・人員体制は代表と常勤スタッフ２人（１人は年度途中から）の３人体制とし、「給料・手当」、「法定

福利費」、「福利厚生費」などの所要額と役員報酬（６０万円）を見込む。

・「協力研究員」１人分の支出として３６万円を見込む。財源として「将来計画資金会計」から同額を

繰り入れる。

・その他費用は１５年度決算額を基準とし、所要の調整のうえ積算した。

―以上


